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(57)【要約】
【解決手段】本発明は、置換された酢酸セルロースおよ
びその使用方法に関する。本発明の１つの実施形態は、
イオウ、リンおよびホウ素から成る群から選ばれた非金
属に共有結合された酸素原子を有する極性置換基を有す
る、置換された酢酸セルロースであって、該非金属が該
置換された酢酸セルロースの少なくとも約０．０１重量
％の量で存在する置換された酢酸セルロースを有する組
成物を提供する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
イオウ、リンおよびホウ素から成る群から選ばれた非金属に共有結合された酸素原子を含
む極性置換基を含む、置換された酢酸セルロースであって、前記非金属が前記置換された
酢酸セルロースの少なくとも約０．０１重量％の量で存在する置換された酢酸セルロース
を含む組成物。
【請求項２】
前記非金属が、前記置換された酢酸セルロースの約２５重量％以下の量で存在する、請求
項１に記載の組成物。
【請求項３】
アセテート置換基の置換度が約０．４～約３である、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
前記置換された酢酸セルロースが、繊維、トウ、不織布、織布、フィルム、フレーク、フ
ォーム、エマルション、ゲル、分散物、溶液、懸濁物およびこれらの任意の組み合わせか
ら成る群から選ばれた形態をしている、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
前記置換された酢酸セルロースが、水溶性、水膨潤性または耐水性である、請求項１に記
載の組成物。
【請求項６】
可塑剤をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
前記可塑剤が、飽和二塩基酸のエステル、飽和多価アルコールのエステル、脂肪酸エステ
ルおよびスルホンアミド樹脂から成る群から選ばれた可塑剤を含む、請求項６に記載の組
成物。
【請求項８】
前記可塑剤が、グリセリン、グリセリンエステル、ポリエチレングリコール、ジエチレン
グリコール、プロピレングリコール、ジメチルスルホキシド、これらの任意の誘導体およ
びこれらの任意の組み合わせから成る群から選ばれた可塑剤を含む、請求項６に記載の組
成物。
【請求項９】
多価の塩、ポリアミドエピクロルヒドリン樹脂、アルデヒド、ホルムアルデヒド架橋剤、
ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコール、ポリスチレン、ポリ乳酸、これらの任意の誘導
体およびこれらの任意の組み合わせから成る群から選ばれた添加物をさらに含む、請求項
１に記載の組成物。
【請求項１０】
サルフェート、ホスフェート、ボレート、カーボネートおよびこれらの任意の組み合わせ
から成る群から選ばれた極性置換基を含む、置換された酢酸セルロースであって、前記極
性置換基が前記置換された酢酸セルロースの少なくとも約０．０３重量％の量で存在する
置換された酢酸セルロース、を含む組成物。
【請求項１１】
前記極性置換基が、前記置換された酢酸セルロースの約７５重量％以下の量で存在する、
請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
アセテート置換基の置換度が約０．４～約３である、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１３】
前記置換された酢酸セルロースが、繊維、トウ、不織布、織布、フレーク、フォーム、エ
マルション、フィルム、ゲル、分散物、溶液、ペースト、懸濁物およびこれらの任意の組
み合わせから成る群から選ばれた形態をしている、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１４】
前記置換された酢酸セルロースが、水溶性、耐水性または水膨潤性である、請求項１０に
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記載の組成物。
【請求項１５】
可塑剤をさらに含む、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１６】
前記可塑剤が、飽和二塩基酸のエステル、飽和多価アルコールのエステル、脂肪酸エステ
ルおよびスルホンアミド樹脂から成る群から選ばれた可塑剤を含む、請求項１５に記載の
組成物。
【請求項１７】
前記可塑剤が、グリセリン、グリセリンエステル、ポリエチレングリコール、ジエチレン
グリコール、プロピレングリコール、ジメチルスルホキシド、これらの任意の誘導体およ
びこれらの任意の組み合わせから成る群から選ばれた可塑剤を含む、請求項１５に記載の
組成物。
【請求項１８】
イオウ、リン、ホウ素および塩素から成る群から選ばれた非金属に共有結合された酸素原
子を含む極性置換基を含む、置換された酢酸セルロースであって、前記非金属が前記置換
された酢酸セルロースの少なくとも約０．０１重量％の量で存在する置換された酢酸セル
ロース、を含む接着剤を準備する工程；および
前記接着剤を表面に施与する工程
を含む方法。
【請求項１９】
前記非金属が、前記置換された酢酸セルロースの約２５重量％以下の量で存在する、請求
項１８に記載の方法。
【請求項２０】
前記表面が、木材、プラスチック、紙、ガラス、ボール紙、麻繊維、おがくず、複合材、
かんな屑、これらの任意の誘導体およびこれらの任意の組み合わせから成る群から選ばれ
た表面を含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
前記接着剤が分散物である、請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
前記接着剤が溶媒をさらに含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
前記溶媒が、前記接着剤の約４０重量％～約９９重量％の量で存在する、請求項２２に記
載の方法。
【請求項２４】
前記接着剤が、多価の塩、ポリアミドエピクロルヒドリン樹脂、アルデヒド、ホルムアル
デヒド架橋剤、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコール、ポリスチレン、ポリ乳酸、これ
らの任意の誘導体およびこれらの任意の組み合わせから成る群から選ばれた添加物をさら
に含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２５】
前記溶媒が、水性または水性溶媒と有機溶媒との混合物である、請求項１８に記載の方法
。
【請求項２６】
イオウ、リンおよびホウ素から成る群から選ばれた非金属に共有結合された酸素原子を含
む極性置換基を含む、置換された酢酸セルロースであって、前記非金属が前記置換された
酢酸セルロースの少なくとも約０．０１重量％の量で存在する置換された酢酸セルロース
；および
多価の塩、ポリアミドエピクロルヒドリン樹脂、アルデヒド、ホルムアルデヒド架橋剤、
ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコール、ポリスチレン、ポリ乳酸、これらの任意の誘導
体およびこれらの任意の組み合わせから成る群から選ばれた添加物
を含む接着剤組成物。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、合成ポリマー、特に、置換された酢酸セルロース、およびその使用方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　酢酸セルロースは、β－Ｄ－グルコースモノマー単位を含む天然に存在するバイオポリ
マーであるセルロースの酢酸エステル誘導体であり、様々な消費者製品をつくるために広
く使用されている。天然に存在するセルロースは、水およびほとんどの有機溶媒に不溶性
である。しかし、セルロース中の各グルコースモノマー単位の３つの結合していないヒド
ロキシル基は、ある特性、たとえばある溶媒中への溶解度を変更するために誘導体化され
ることができる。酢酸セルロースは、セルロースの最も工業的に有用な誘導体の一つであ
ると考えられ、その特有の物理的および化学的性質は、グルコースモノマー単位の３つの
結合していないヒドロキシル基への酢酸エステル残基（アセテート）による置換度に大き
く依存する。
【０００３】
　その最初の合成以来、酢酸セルロースは、とりわけ、写真撮影におけるフィルムベース
、接着剤の成分およびシガレットフィルターの製造に使用される原材料として使用されて
きた。酢酸セルロースの重要な属性の一つは、その用途の所望に応じて、様々な形状およ
び形式、たとえばフィルム、トウ、フレーク、繊維および固形物へと加工されることがで
きることである。たとえば、酢酸セルローストウは、シガレットフィルターの製造に主と
して使用される。
【０００４】
　最も典型的には、セルロースの誘導体化は、高められた反応温度において酸性触媒を使
用して実施される。酢酸セルロースの合成は、木材パルプから通例得られるセルロースを
、無水酢酸および酸の存在下にアセチル化することを含む。酢酸および硫酸は、アセチル
化反応の間、通常存在する２つの酸である。この反応では、無水酢酸が主要なアセチル化
剤の役割をし、酢酸は主として希釈剤として使用され、少量の硫酸は触媒として使用され
る。一般に、セルロースのモノマー単位は、置換に、たとえば、アセチル化による置換に
容易に利用できる３つのヒドロキシル基を有する。両端にあるモノマー単位も追加のヒド
ロキシル基を有するが、これは典型的には糖間結合に関与する。
【０００５】
　アセチル化反応の生成物は、高い濃度レベルのアセテートを通常含有する第一次酢酸セ
ルロースであり、言いかえれば、アセテートの高い置換度（ＤＳ）を有する。本明細書で
使用される「アセテートの置換度」とは、一般にグルコースモノマー単位当たりのアセテ
ートの平均個数をいう。酢酸セルロースの構造は、アセテートの置換度を特定することに
よって一般に特性付けられることができる。完全にアセチル化されたセルロースは一般に
三酢酸セルロースと呼ばれ、米国連邦取引委員会のガイドラインによれば、ヒドロキシル
基の少なくとも９２％がアセチル基で置換されている。たとえば、セルロースモノマー単
位当たり少なくとも約２個のアセチル基(すなわち、約２のＤＳ)が存在すると、これらの
アセチル基のうちの少なくとも一部が化学的または酵素的加水分解によって除かれない限
り、該アセチルセルロースは、生分解性が有意に低下することがある。アセテートの低減
されたＤＳを有するアセチル化セルロースは、三酢酸セルロースの制御された加水分解に
よって調製されることができる。
【０００６】
　次に、この第一次酢酸セルロースは、酢酸および硫酸の存在下に加水分解されて、該第
一次酢酸セルロースのアセテートのＤＳが低減される。得られた加水分解生成物は通常、
ほぼ約２．４～約２．６の程度のＤＳを有する酢酸セルロースフレークである。
【０００７】
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　酢酸セルロースフレークが得られると、その酢酸セルロースを所望の形態へと加工する
ために、それはさらなる処理に付されることができる。たとえば、この酢酸セルロースフ
レークをアセトン中に溶解し、酢酸セルロース溶液を一連のロ過工程に通し、そして紡糸
口金の微小な孔を通してアセトンドープを乾式紡糸することによって、酢酸セルロースト
ウが形成されることができる。酢酸セルロースがこの押出工程を通り抜けると、酢酸セル
ロースフィラメントが収集される。これらのフィラメントは典型的には、束ねられ、それ
から捲縮されて、トウバンドとしての一体性とともに所望の嵩が確保される。この結果得
られるものは酢酸セルローストウであり、これは、捲縮によって緩く結合された数千のフ
ィラメントから構成された本質的に連続バンドである。酢酸セルローストウフィラメント
は、通常非常に薄く、堅く詰め合わされてフィルターを形成することができる。本明細書
で使用される「酢酸セルローストウ」とは一般に、酢酸セルロースフィラメントの合成後
に加工された束をいう。
【０００８】
　酢酸セルロースはまた、それが再生可能資源である木材パルプから主としてつくられた
容易に分解可能な材料であるという点で環境にも優しい。アセテートのＤＳが様々である
酢酸セルロースは構造的には類似しているけれども、このアセテートＤＳの違いは酢酸セ
ルロースの生分解性にある影響を与えることがある。より高いアセチル置換度においては
、天然に存在するセルロースまたはより少ないアセチル置換を有するセルロースに比較し
て、生分解速度が有意に低減することがある。より低いアセテートＤＳを有する酢酸セル
ロースは、より高いアセテートＤＳを有する酢酸セルロースよりも容易に生分解する。こ
の傾向は、より低いアセテートＤＳ値では次第に小さくなると考えられる。というのは、
その材料は水に不溶性になるからである。一例として、１．８５、２．０７および２．５
７のＤＳ値を有する酢酸セルロースの生分解速度が、それらの生分解性として試験された
（図１）。１．８５のＤＳを有する酢酸セルロースは最も高い生分解速度を示し、他方、
２．５７のアセチル値を有する酢酸セルロースは最も遅い生分解速度を示した。
【０００９】
　酢酸セルロースは、多くの商業用途を有する多目的な組成物であるけれども、特定の酢
酸セルロース誘導体の特性は完全には研究されて来なかった。たとえば、典型的な合成に
おいては、残留する硫酸基は、熱安定性を改善するために一般には除去される。その結果
、典型的な手段によって合成された酢酸セルロースは、約０．００５重量％以下のイオウ
原子を有することになる。というわけで、酢酸セルロースの多くの消費者用途のために改
善された特性を提供することができる酢酸セルロースの潜在的な誘導体が存在する。
【発明の概要】
【００１０】
　本発明は、合成ポリマー、とりわけ、置換された酢酸セルロース、およびその使用方法
に関する。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、本発明はおむつを提供し、該おむつは、イオウ、リン、ホウ
素および塩素から成る群から選ばれた非金属に共有結合された酸素原子を含む極性置換基
を含む、置換された酢酸セルロースであって、該非金属は該置換された酢酸セルロースの
少なくとも約０．０１重量％の量で存在する置換された酢酸セルロースを含む吸収性材料
のコアを含む内層と、外層とを含む。
【００１２】
　別の実施形態では、本発明は包帯を提供し、該包帯は、イオウ、リン、ホウ素および塩
素から成る群から選ばれた非金属に共有結合された酸素原子を含む極性置換基を含む、置
換された酢酸セルロースであって、該非金属は該置換された酢酸セルロースの少なくとも
約０．０１重量％の量で存在する置換された酢酸セルロースを含む吸収性材料の層と、傷
に接触している該吸収性材料の層を保持するように構成された細長片とを含む。
【００１３】
　さらに別の実施形態では、本発明は鉢植え用土壌組成物を提供し、該鉢植え用土壌組成
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物は、有機コンポストと、イオウ、リン、ホウ素および塩素から成る群から選ばれた非金
属に共有結合された酸素原子を含む極性置換基を含む、置換された酢酸セルロースであっ
て、該非金属は該置換された酢酸セルロースの少なくとも約０．０１重量％の量で存在す
る置換された酢酸セルロースを含む吸収性組成物とを含む。
【００１４】
　さらに別の実施形態では、本発明は改良された土壌組成物を提供し、該改良された土壌
組成は、土壌組成物と、イオウ、リン、ホウ素および塩素から成る群から選ばれた非金属
に共有結合された酸素原子を含む極性置換基を含む、置換された酢酸セルロースであって
、該非金属は該置換された酢酸セルロースの少なくとも約０．０１重量％の量で存在する
置換された酢酸セルロースを含む保水添加物とを含む。
【００１５】
　さらに別の実施形態では、本発明は物品を提供し、該物品は、イオウ、リン、ホウ素お
よび塩素から成る群から選ばれた非金属に共有結合された酸素原子を含む極性置換基を含
む、置換された酢酸セルロースであって、該非金属は該置換された酢酸セルロースの少な
くとも約０．０１重量％の量で存在する置換された酢酸セルロースからの繊維を含む不織
布層を含む。
【００１６】
　さらに別の実施形態では、本発明は、イオウ、リン、ホウ素および塩素から成る群から
選ばれた非金属に共有結合された酸素原子を含む極性置換基を含む、置換された酢酸セル
ロースであって、該非金属は該置換された酢酸セルロースの少なくとも約０．０１重量％
の量で存在する置換された酢酸セルロースを準備する工程と、該置換された酢酸セルロー
スを吸収性物品の中に入れる工程とを含む方法を提供する。
【００１７】
　さらに別の実施形態では、本発明は、イオウ、リン、ホウ素および塩素から成る群から
選ばれた非金属に共有結合された酸素原子を含む極性置換基を含む、置換された酢酸セル
ロースであって、該非金属は該置換された酢酸セルロースの少なくとも約０．０１重量％
の量で存在する置換された酢酸セルロースを含む吸収性材料を準備する工程と、該吸収性
材料をおむつの中に入れる工程とを含む方法を提供する。
【００１８】
　当業者にとって、本発明の特徴および利点は、以下に続く好ましい実施形態の記載を読
めば、直ちに明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
　以下の図は、本発明のある側面を例示するために含められたものであり、限定的な実施
形態であると見なしてはならない。ここに開示された主題は、当該技術分野に通じ本開示
発明の恩恵を受ける当業者が考えつくであろう、相当な修正、変更ならびに形式および機
能における等価物を包含する。
【図１】様々な置換度を有する酢酸セルロースの生分解度のプロットを示す図である。
【図２】実施例３に記載された吸水度のデータを示す図である。
【図３】実施例３に記載された吸水度のデータを示す図である。
【図４】実施例３に記載された吸水度のデータを示す図である。
【図５】実施例３に記載された吸水度のデータを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明は、合成ポリマー、とりわけ、置換された酢酸セルロース、およびその使用方法
に関する。
【００２１】
　本発明は、多くの有利なおよび／または望ましい特性を有する置換された酢酸セルロー
スに関する組成物、方法ならびに製造プロセスを提供する。本発明の置換された酢酸セル
ロースは、多くの消費者製品を含む様々な用途に、とりわけ、吸収性、接着性および／ま
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たは分解性が有用であり得る用途に使用されることができる。
【００２２】
　本明細書で使用される用語「置換された酢酸セルロース」とは、全般としてセルロース
ポリマーのヒドロキシル基を置換した少なくとも１つの極性置換基を有する酢酸セルロー
スをいう。本明細書で使用される「極性置換基」とは、非金属（たとえば、 イオウ、リ
ン、ホウ素および塩素）に結合した電気陰性原子（たとえば、酸素）を含む、非アセチル
の化学基の部分である。
【００２３】
　比較的高い置換度を有する極性置換基に対応する、比較的高い重量割合の少なくとも１
つの非金属原子を有する置換された酢酸セルロース組成物が提供されることができること
が、驚いたことに本発明によって発見された。そのうえ、この非金属原子の重量割合は、
本明細書に記載されたような、置換された酢酸セルロースの様々な特性を生み出しまたは
それを高めるように調節されおよび／または修正されることができることも、驚いたこと
に発見された。
【００２４】
　本発明の置換された酢酸セルロースは、いくつかの実施形態では、用途が広く（すなわ
ち、特徴のある、望ましい多くの化学的および物理的性質を有し）、かつ、環境に優しい
（すなわち、再生可能な資源からつくられ、分解性、生分解性であるなどの）多くの消費
者製品に使用するのに適した材料である。
【００２５】
　本明細書で使用される「分解性」とは、材料がより簡単な部分へと分解しおよび／また
は崩壊する能力をいう。本明細書で使用される「生分解性」とは、材料が生物の作用によ
って分解する能力をいう。何に適用するかに応じて、「生分解性」の定義は、標準試験の
結果、たとえば経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）の試験方法の結果に従うことがある。
【００２６】
　理論に束縛されるものではないが、極性置換基の非金属原子の重量割合を調節すること
によって、本発明の置換された酢酸セルロースは新規なまたは高められた化学的および／
または物理的特性を提供することができると考えられる。たとえば、ある極性置換基（た
とえば、硫酸根（サルフェート）) は、置換された酢酸セルロースの親水性を増加すると
ともに静電相互作用の電位も増加することができると考えられる。
【００２７】
　置換された酢酸セルロース組成物、これはより詳細に以下に説明されるが、存在する非
金属原子の重量割合に基づいて付与されまたは高められることができる、ある有利な特性
および工業的役割（たとえば、接着剤、化学安定剤、吸収性物質としての役割）を有する
。いくつかの実施形態では、非金属原子の重量割合を微調節すると、置換された酢酸セル
ロースの望ましくない特徴または特性を取り除きまたは低減することができる。
【００２８】
　置換された酢酸セルロースは、その極性置換基の濃度によって記述されることができ、
これは次に、その極性置換基の置換度（たとえば、グルコースモノマー単位当たりの置換
基の平均個数）によって、または該置換された酢酸セルロースの全重量当たり存在する非
金属（たとえば、イオウ、リン、ホウ素または塩素）原子の重量割合として、明確にされ
ることができる。実際的な言い方をすると、極性置換基の置換度を変更することは、置換
された酢酸セルロース上の非金属原子の重量割合を予測可能な量だけ変更することでもあ
り、またその逆も成立する。従って、極性置換基の置換度を増加させると、一般に、置換
された酢酸セルロース上に存在する非金属原子の重量割合が増加すると推定することがで
きる。反対に、極性置換基の置換度を減少させると、一般に、置換された酢酸セルロース
中に存在する非金属原子の重量割合が予測可能な量だけ減少することになる。
【００２９】
　理論上、置換された酢酸セルロース中の非金属原子の重量割合は、約０．０１％から約
２５％までの範囲であることができ、この範囲は、ほとんど極性置換基を有しない酢酸セ
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ルロース（これは、いくつかの場合には、典型的に調製された酢酸セルロースよりも有意
に、かつ、驚くほど多い）から、完全に置換された酢酸セルロースまでの範囲に相当する
。本発明は、極性置換基の非金属の重量割合を特定することによって好ましくは実施され
るけれども、本発明は、極性置換基の置換度または他の類似した濃度の尺度を特定するこ
とによって同等に実施されることもできる。極性置換基の置換度は、約０．００５から約
３までの範囲であることができる。
【００３０】
　本明細書に記載された様々な実施形態は、極性置換基を有する置換された酢酸セルロー
スを広範な消費者製品に利用する。極性置換基の非金属原子の重量割合を調節することに
よって、本発明の置換された酢酸セルロース組成物は、数ある用途の中でも、効果的な吸
収性材料、接着剤、化学安定剤および膜形成安定剤として使用されることができると考え
られる。たとえば、イオウ原子（たとえば、サルフェート置換基のイオウ原子）の重量割
合を調節することによって、本発明の置換された酢酸セルロースは、水溶性材料から水膨
潤性材料までにわたることができる。いくつかの実施形態では、水膨潤性の置換された酢
酸セルロース組成物は、分解性コーティング膜として使用されることができ、たとえば医
薬組成物をカプセル封入して、それによって体内での該医薬組成物の放出を遅延させるこ
とができる。調節されることができる他の特性には、ある溶媒への溶解度、エマルション
を安定化する能力、様々な表面への接着性および生分解性が含まれるが、これらには限定
されない。これらの特性は、置換された酢酸セルロース中に存在する極性置換基の非金属
原子の重量割合を必要に応じて変更することによって、さらに調節されることができる。
本発明の多くの実施形態を実施するために、当業者は、必要に応じて非金属の重量割合を
変更することができるはずである。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、アセテートの置換度を変更すると、本発明の置換された酢酸
セルロースのある特性を生み出しまたはそれを高めることができる。いくつかの実施形態
では、水溶性の置換された酢酸セルロースは、約０．４～約１の間のアセテートの置換度
を有する。いくつかの実施形態では、水膨潤性の置換された酢酸セルロースは、約１～約
２の間のアセテートの置換度を有する。アセテートの置換度が０．０５～３の間で変えら
れると、適切な溶媒系も変わる可能性がある。いくつかの実施形態では、比較的低いアセ
テートの置換度では、水が適切な溶媒である。いくつかの実施形態では、比較的高いアセ
テートの置換度では、有機溶媒が要求される。目標となる最終用途に適切である溶媒系が
選択されることができるように、置換度は変えられることができる。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、極性置換基の置換度は比較的一定に保たれることができ、他
方、アセテートの置換度は調節される。いくつかの実施形態では、極性置換基の置換度と
アセテートの置換度とを調節することの組み合わせによって、置換された酢酸セルロース
に所望の特性がもたらされる。いくつかの実施形態では、極性置換基の置換度の範囲は、
置換された酢酸セルロースに所望の特性をもたらすために必要なアセテートの置換度の範
囲に影響を及ぼすことがある。いくつかの実施形態では、アセテートの置換度の範囲は、
置換された酢酸セルロースに所望の特性をもたらすために必要な極性置換基の置換度の範
囲に影響を及ぼすことがある。
【００３３】
　本発明の置換された酢酸セルロースの潜在的な商業用途は広範囲にわたっており、家庭
用品、たとえばボタン、眼鏡、裏地、ブラウス、衣服、結婚式およびパーティー用衣装、
家具・インテリア、カーテン、室内装飾品、ソファー類カバー等を含むが、これらに限定
されない。他の商業用途は、シガレットを含むフィルター、インクカートリッジ、トラン
プカード等、および高吸収性製品、たとえばおむつおよび外科用品を含む。
【００３４】
　いくつかの実施形態では、吸収性材料として、本発明の置換された酢酸セルロースは、
該置換された酢酸セルロースに存在する非金属原子の重量割合に応じて、その重量の数倍
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（たとえば、約８倍から約２４倍まで)の水性流体（たとえば、水、塩水溶液等）の吸水
能力を有する。
【００３５】
　いくつかの実施形態では、本発明の置換された酢酸セルロースは、接着剤として有効で
あることができ、多種多様な基材、たとえば、ボール紙、プラスチック、紙、ガラス、木
材、麻繊維、おがくず、複合材（たとえば、繊維補強複合材）、かんな屑等を接着するこ
とができるが、これらに限定されない。本発明の置換された酢酸セルロースは、有効な化
学/コロイド安定剤であることもでき、様々なエマルション混合物を安定化することがで
きると考えられる。
【００３６】
　いくつかの実施形態では、本発明の置換された酢酸セルロースは、所与の混合物の膜の
形成を容易にするための膜形成安定剤として使用されることができる。いくつかの実施形
態では、この形成された膜は透明であることができる。
【００３７】
　本発明の置換された酢酸セルロースは、多くの様々な形態で存在し、多くの様々な様式
で使用されることができる。いくつかの実施形態では、該置換された酢酸セルロースは、
繊維、織布、不織布、（開繊または非開繊の）トウまたはトウバンド、フレーク、フォー
ム、エマルション、フィルム、ゲル、分散物、溶液、ペースト、懸濁物またはこれらの組
み合わせであることができる。いくつかの実施形態では、該置換された酢酸セルロースは
、コーティング材、添加物、フィルム、層材、芯材等として使用されることができる。
【００３８】
　いくつかの実施形態では、本発明は、置換された酢酸セルロースを、様々な形状の置換
された酢酸セルロース（たとえば、置換された酢酸セルローストウ）へと形成する方法も
提供する。これらの方法は、典型的にはある用途に使用されるためのより良い形態に、該
置換された酢酸セルロースを変える。たとえば、置換された酢酸セルロースの繊維は、様
々な量のある有機化学物質を選択的に吸収し、除去する能力があること；水溶性または水
膨潤性であること；広い表面積を有すること;および染料と相容性であること；という特
に望ましい特性を有することができる。また、置換された酢酸セルロースの繊維は、カビ
および白カビへの耐性を有することができると考えられる。置換された酢酸セルロースは
、織物の用途に特に望ましいことがある。
【００３９】
　少なくともいくつかの実施形態は、少なくとも１つの極性置換基を有する酢酸セルロー
スに関するものであるけれども、少なくとも１つの極性置換基を有する酢酸セルロースの
誘導体もまた、本発明のいずれの適合する実施形態にも従って使用されることができる。
酢酸セルロースの誘導体は、酢酸セルロースエステル、酢酸セルロース混合エステル等を
含むことができるが、これらに限定されない。酢酸セルロースエステルの好適な例は、セ
ルロースアセテートプロピオネート、セルロースアセテートブチレート等を含むが、これ
らに限定されない。酢酸セルロースエステルのエステル化度は、特定の用途に少なくとも
一部分は依存し、当業者には明らかである。
【００４０】
　本発明の置換された酢酸セルロースは、イオウ、リンおよびホウ素から成る群から選ば
れた非金属に共有結合された酸素原子を含む極性置換基を有することによって特性付けら
れることができ、該非金属は該置換された酢酸セルロースの少なくとも約０．０１重量％
の量で存在する。いくつかの実施形態では、非金属は、置換された酢酸セルロースの約２
５重量％以下の量で存在することができる。理論に束縛されるものではないが、この２５
重量％の上限は、完全に置換されたセルロース誘導体（たとえば、硫酸エステル）に対応
すると考えられる。非金属の重量割合の正確な範囲は、とりわけ、その極性置換基の化学
的構成に依存する。
【００４１】
　全般に、置換された酢酸セルロースのヒドロキシル基の少なくとも一部は、アセテート
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によって置換される。いくつかの実施形態では、アセテートの置換度は、約０．０５～約
３、好ましくは約０．４～約２である。いくつかの実施形態では、アセテートの置換度と
極性置換基の置換度との比は、本発明の置換された酢酸セルロースの所望の特性を生み出
しまたはそれを高めるように調節されることができる。いくつかの実施形態では、アセテ
ートのＤＳは極性置換基のＤＳよりも高い。
【００４２】
　任意的に、置換された酢酸セルロースは、さらに可塑剤を含みまたはそれと混合される
ことができる。可塑剤の好適な例は、グリセリン、グリセリンエステル（たとえば、モノ
、ジまたはトリアセチルグリセリンおよびモノ、ジまたはトリアセチルグリセリンエステ
ル）、ポリエチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコール、ジメチ
ルスルホキシド、グリセリントリアセテート、トリエチレングリコールジアセテート、こ
れらの誘導体、これらの組み合わせおよびこれらの混合物を含むが、これらに限定されな
い。いくつかの実施形態では、可塑剤は、飽和二塩基酸のエステル、飽和多価アルコール
のエステル、脂肪酸エステル、スルホンアミド樹脂、これらの誘導体およびこれらの組み
合わせから成る群から選ばれた可塑剤を含む。可塑剤は、その組成物のガラス転移温度（
Ｔｇ）および融点を下げるために、該置換された酢酸セルロースに添加されることができ
る。可塑剤は典型的には、加工を容易にし、最終製品の柔軟性および靭性を増加するよう
に機能する。また、ある可塑剤（たとえば、エーテルエステル、単純なエステルタイプ等
）は、シガレットフィルターの有用な特性であるフェノール除去のための、置換された酢
酸セルロースフィルターの容量を増加することができると考えられる。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、極性置換基は、サルフェート、ホスフェート、ボレート、カ
ーボネートおよびこれらの組み合わせから成る群から選ばれることができる。いくつかの
実施形態では、極性置換基は、置換された酢酸セルロースの少なくとも約０．０３重量％
の量で存在する。いくつかの実施形態では、極性置換基の非金属は、置換された酢酸セル
ロースの約７５重量％以下の量で存在する。極性置換基の重量割合の正確な範囲は、とり
わけ、該極性置換基の化学的構成に依存する。
【００４４】
　１つ以上の実施形態では、置換された酢酸セルロースは、極性置換基または非金属原子
の濃度を増加させまたは減少させることによって付与されまたは高められることができる
特性を有することができる。いくつかの実施形態では、置換された酢酸セルロースは水溶
性であることができる。いくつかの実施形態では、置換された酢酸セルロースは水膨潤性
であることができる。いくつかの実施形態では、置換された酢酸セルロースは耐水性であ
ることができる。いくつかの実施形態では、置換された酢酸セルロースは、比較的高いイ
オウの重量割合および比較的高いアセテートの置換度を有することが望ましいことがある
。特に、水膨潤性の材料はしばしば、水を吸収する能力によって特徴付けられ、止水材料
、保水材料、補給材料等として使用される。いくつかの実施形態では、置換された酢酸セ
ルロースは分解性であることができる。いくつかの実施形態では、置換された酢酸セルロ
ースは生分解性であることができる。
【００４５】
　本発明の置換された酢酸セルロースは、多くの消費者用途のための吸収性材料として使
用されることができる。本発明は、いくつかの実施形態では、本発明の置換された酢酸セ
ルロースを含む吸収性材料のコアと、外層とを含むおむつを提供する。任意的に、該おむ
つは、吸収性材料のコアに湿気を移送するように設計された分配層および／または該吸収
性材料のコアの少なくとも一部を覆う外側シェルをさらに含むことができる。
【００４６】
　いくつかの実施形態では、分配層は、吸収性材料のコアと外層との間に置かれる。いく
つかの実施形態では、分配層は防水性であることができる。
【００４７】
　いくつかの実施形態では、外層は吸収性材料のコアを取り囲む。いくつかの実施形態で
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は、外層は防水性である。いくつかの実施形態では、外層は吸収性材料のコアの挿入を受
け入れるように構成される。外層はまた、着色されまたはそのおむつの視覚的な魅力を増
加させる装飾的意匠の特徴を有することができる。いくつかの実施形態では、外層は、吸
収性材料のコアの挿入を受け入れるための開口部を備えるように構成される。いくつかの
実施形態では、外層は再使用可能であることができる。
【００４８】
　いくつかの実施形態では、外層は、ポリエチレン、不織布フィルム、複合材料フィルム
、布およびこれらの組み合わせから成る群から選ばれた材料を含む材料からつくられる。
【００４９】
　いくつかの実施形態では、おむつは使い捨て可能であることができる。いくつかの実施
形態では、おむつの少なくとも一部は再使用可能であることができる。
【００５０】
　本発明は、いくつかの実施形態では、本発明の置換された酢酸セルロースを含む吸収性
材料の層と、傷に接触している該吸収性材料の層を保持するように構成された細長片とを
含む包帯を提供する。任意的に、吸収性材料の層は、抗生物質、鎮痛剤、解熱剤、抗菌剤
、防腐剤、抗アレルギー剤、反ニキビ剤、麻酔剤、抗炎症剤、止血剤、化粧品、ビタミン
、血管拡張剤、皮膚軟化剤、ＰＨ調節剤、かゆみ止め剤、反対刺激剤、抗ヒスタミン剤、
ステロイドおよびこれらの組み合わせから成る群から選ばれた有効成分をさらに含む。
【００５１】
　いくつかの実施形態では、防腐剤は少なくとも１つの遷移金属を含むことができる。遷
移金属の好適な例は、アルミニウム、ニッケル、銅、亜鉛、チタン、鉄および銀を含むが
、これらに限定されない。
【００５２】
　いくつかの実施形態では、傷は、切傷、裂傷、擦傷、刺創、貫通創またはこれらの任意
の組み合わせである。
【００５３】
　いくつかの実施形態では、細長片は伸縮性を有することができる。いくつかの実施形態
では、細長片は粘着性であることができる。いくつかの実施形態では、細長片は、織布、
不織布、プラスチック、ラテックスおよびこれらの組み合わせから成る群から選ばれた材
料を含む。
【００５４】
　いくつかの実施形態では、本発明のシガレットフィルター材料は、本発明の置換された
酢酸セルロースを含むセグメント化されたフィルターまたはフィルターの区画を含む。い
くつかの実施形態では、本発明のシガレットフィルター材料は、従来型の第二次の二酢酸
セルロースをさらに含む。任意的に、シガレットフィルター材料は可塑剤をさらに含む。
理論に束縛されるものではないが、本発明の置換された酢酸セルロースは、シガレットフ
ィルター材料の分解性を増加するはずであると考えられる。
【００５５】
　シガレットフィルター材料に関連する実施形態に使用する可塑剤の好適な例は、フタレ
ート、アセチルトリエチルシトレート、トリエチルシトレート、アセチルトリブチルシト
レート、ジブチルセバケート、トリアセチン、グリセリルトリアセテート、ポリエチレン
グリコール、プロピレングリコールおよびグリセリンを含む。
【００５６】
　いくつかの実施形態では、本発明の置換された酢酸セルロースはトウであることができ
る。いくつかの実施形態では、該置換された酢酸セルロースはロッド形状に形成される。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、本発明の喫煙具は、喫煙に適した物質と、本発明の置換され
た酢酸セルロースフィラメントを含むシガレットフィルターとを含む。本明細書で使用さ
れる「喫煙に適した物質」とは、燃えることができ、かつ、その煙を味わいまたは吸入す
ることができるいかなるもの（たとえば、タバコ）をも含む。タバコは、任意の多数の異
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なる形式で、たとえば乾燥されたもの、発酵されたもの、保存処理されたもの、刻みタバ
コ等の形式で使用されることができるが、これらに限定されない。
【００５８】
　いくつかの実施形態では、喫煙具はシガー、パイプ、シガレット、ベポライザー等を含
むことができる。
【００５９】
　いくつかの実施形態では、本発明の被覆された種子は、本発明の置換された酢酸セルロ
ースを含むコーティングで被覆されている種子を含む。任意的に、該被覆された種子は、
二次成長促進コーティングをさらに含む。二次成長促進コーティングの好適な例は、主要
栄養素、二次栄養素、ホルモン、殺虫剤、農薬、除草剤、紡カビ剤、殺菌剤、色素、バイ
ンダー、界面活性剤、流動促進剤およびこれらの組み合わせから成る群から選ばれること
ができる。
【００６０】
　本発明のいくつかの実施形態とともに使用される主要栄養素の好適な例は、硝安、尿素
、リン安、硫安、リン酸尿素、モリブデン酸アンモニウム、硝酸カリウム、リン酸カリウ
ム、水酸化カリウム、硫酸カリウムおよび塩化カリウムを含むことができるが、これらに
限定されない。
【００６１】
　二次栄養素の好適な例は、硫酸マグネシウム、硝酸カルシウム、ホウ酸ナトリウム、硝
酸マグネシウム；銅、カルシウム、鉄、亜鉛、マグネシウム、マンガンの各キレート錯体
；モリブデン酸アンモニウム、モリブデン酸ナトリウム、安息香酸およびサリチル酸から
成る群から選ばれる。
【００６２】
　本発明のいくつかの実施形態とともに使用されるバインダーの好適な例は、メチルセル
ロース、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシメチルセルロース、ヒドロキシプロピ
ルセルロース、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポビドン、コポリビドン、これ
らの誘導体およびこれらの組み合わせを含むことができるが、これらに限定されない。
【００６３】
　本発明のいくつかの実施形態とともに使用される界面活性剤の好適な例は、レシチン、
ラウリル硫酸ナトリウム、ポリソルベート６０、ポリソルベート８０、ポリオキシエチレ
ンポリオキシプロピレンブロックコポリマー、これらの誘導体およびこれらの組み合わせ
を含むことができるが、これらに限定されない。
【００６４】
　本発明のいくつかの実施形態とともに使用される色素の好適な例は、二酸化チタン、酸
化鉄、天然色素、天然染料、ＦＤ＆Ｃ着色剤、Ｄ＆Ｃレーキ、これらの誘導体およびこれ
らの組み合わせを含むことができるが、これらに限定されない。
【００６５】
　本発明のいくつかの実施形態とともに使用される流動促進剤の好適な例は、タルク、コ
ロイド状二酸化ケイ素、ステアリン酸、これらの誘導体およびこれらの組み合わせを含む
ことができるが、これらに限定されない。
【００６６】
　本発明のいくつかの実施形態とともに使用される除草剤の好適な例は、グリホセート、
ジカンバ、アランクロール、メオラクロール、オキサベトニリル、チオカルバメート５－
エチル－Ｎ,Ｎ－ジプロピル－チオカルバメート、アセトクロール、これらの誘導体およ
びこれらの組み合わせを含むことができるが、これらに限定されない。
【００６７】
　本発明のいくつかの実施形態とともに使用される解毒剤の好適な例は、フルオラゾール
、シオメトリニル、Ｎ、Ｎ－ジアリルジクロロアセトアミド、これらの誘導体またはこれ
らの組み合わせを含むことができるが、これらに限定されない。
【００６８】
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　本発明のいくつかの実施形態とともに使用される防カビ剤、殺菌剤、殺虫剤および農薬
の好適な例は、無機銅、有機銅、重金属合成物、プロペン酸、オキシミンエーテル、置換
オキシミンエーテル、これらの誘導体およびこれらの組み合わせを含むことができるが、
これらに限定されない。
【００６９】
　本発明のいくつかの実施形態とともに使用される植物ホルモンの好適な例は、オーキシ
ン、ジベレリン酸、サイトカイン、これらの誘導体およびこれらの組み合わせを含むこと
ができるが、これらに限定されない。
【００７０】
　いくつかの実施形態では、本発明の被覆された医薬組成物は、本発明の置換された酢酸
セルロースを含むコーティングで被覆されている医薬組成物を含む。
【００７１】
　いくつかの実施形態では、本発明のいくつかの実施形態とともに使用される医薬組成物
は、鎮痛剤、抗炎症剤、抗不整脈薬、喘息治療薬、抗菌薬、抗ウイルス薬、抗凝血剤、反
痴呆薬、抗うつ薬、抗糖尿病薬、抗高血圧薬、抗マラリア薬、抗片頭痛薬、抗ムスカリン
薬、抗腫瘍薬、免疫抑制剤、反原虫薬、抗甲状腺薬、鎮咳薬、不安緩解剤、鎮静剤、催眠
薬、神経弛緩薬、神経保護剤、ベータブロッカー、強心薬、細胞粘着抑制剤、コルチコス
テロイド、サイトカイン受容体活動調節剤、利尿薬、抗パーキンソン薬、胃腸薬、ヒスタ
ミンＨ－受容体拮抗薬、角質溶解剤、脂質調節薬、筋弛緩剤、硝酸塩、抗真菌薬、抗狭心
症薬、非ステロイド抗喘息薬、栄養剤、性ホルモン剤、刺激剤、勃起障害治療薬、麻酔薬
、抗ヒスタミン剤、充血除去薬、鎮咳薬、粘滑剤、去痰剤、これらの誘導体、これらの組
み合わせまたはこれらの混合物を含むことができるが、これらに限定されない。
【００７２】
　いくつかの実施形態では、本発明のいくつかの実施形態とともに使用される医薬組成物
は、プソイドエフェドリン、フェニルプロパノールアミン、フェニレフリン、エフェドリ
ン、デキストロメトルファン、クロルフェディアノール、カルベタペンタン、カラミフェ
ン、ノスカピン、ジフェンヒドラミン、コデイン、メントール、ヒドロコドン、ヒドロモ
ルフォン、フォミノベン、グリセリルグアヤコレート、抱水テルピン、塩化アンモニウム
、Ｎ－アセチルシステイン、ブロムヘキシン、アンブロキソール、クロルフェニラミン、
ブロムフェニラミン、デキシクロルフェニラミン、デキシブロムフェニラミン、トリポリ
ジン、アザタジン、ドキシラミン、トリペレンアミン、シプロヘプタジン、ヒドロキシジ
ン、エレマスチン、カルビノキサミン、フェニンダミン、ブロモジフェンヒドラミン、ピ
イラミン、アクリバスチン、ＡＨＲ－１１３２５、アステミゾール、アゼラスチン、セチ
リジン、エバスチン、ケトチフェン、ロドキサミド、ロラチジン、レボカバスチン、メキ
タジン、オキサトミド、セタスチン、タジフィリン、テメラスチン、テルフェナジン、テ
ルブタリン、アトロピン、アミノフィリン、エピネフリン、イソプレナリン、メタプロテ
レノール、ビトテロール、テオフィリン、アルブテロール、アスピリン、アセトアミノフ
ェン、イブプロフェン、ナプロキセン、フェノール、ベンゾカイン、ヘキシルレゾルシノ
ール、ジクロニン、これらの誘導体、これらの組み合わせ、これらの薬学的に受容可能な
塩またはこれらの混合物を含むことができるが、これらに限定されない。
【００７３】
　本発明は、本発明の置換された酢酸セルロースを含むコーティングで被覆されたリポー
ター分子を含む検体を検知するためのキットを提供する。
【００７４】
　本発明のいくつかの実施形態とともに使用されるリポーター分子は、抗体、タンパク質
、酵素、ペプチド、核酸、小分子、蛍光色素分子、これらの誘導体またこれらの組み合わ
せを含むことができるが、これらに限定されない。
【００７５】
　いくつかの実施形態では、該コーティングは水溶性または水膨潤性である。一般に、該
コーティングは、貯蔵の間のリポーター分子の分解（たとえば、変性、開裂）を遅延させ
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または防止することができる保護層を提供する。
【００７６】
　いくつかの実施形態では、本発明の被覆されたステントは、本発明の置換された酢酸セ
ルロースを含む外側コーティング層と、医薬組成物を含む内側コーティング層とを有する
ステントを含む。
【００７７】
　いくつかの実施形態では、該ステントは形状記憶材料を含む。本発明のいくつかの実施
形態とともに使用される形状記憶材料の好適な例は、亜鉛合金、銅合金、金合金、鉄合金
、銅－亜鉛－アルミニウム－ニッケル合金、銅－アルミニウム－ニッケル合金およびニッ
ケル－チタン合金を含むことができるが、これらに限定されない。
【００７８】
　いくつかの実施形態では、該ステントはポリマーを含む。本発明のいくつかの実施形態
とともに使用されるポリマーの好適な例は、フィブリン、ポリ乳酸、シリコーン、ポリウ
レタン、ポリエステル、ビニルホモポリマー、ビニルコポリマー、アクリレートホモポリ
マー、アクリレートコポリマー、ポリエーテル、セルロース誘導体、これらの誘導体およ
びこれらの組み合わせを含むことができるが、これらに限定されない。
【００７９】
　いくつかの実施形態では、医薬組成物は、グルココルチコイド、ヘパリン、ヒルジン、
トコフェロール、アンジオペプチン、アスピリン、成長因子、オリゴヌクレオチド、抗血
小板薬、抗凝血剤、抗有糸分裂薬、酸化防止剤、代謝拮抗薬、抗炎症剤およびこれらの組
み合わせから成る群から選ばれる。
【００８０】
　いくつかの実施形態では、本発明の鉢植え用土壌組成物は、有機コンポストと、本発明
の置換された酢酸セルロースを含む吸収性組成物とを含む。任意的に、該鉢植え用土壌組
成物は、ローム土、珪藻土成分、パーライト成分およびこれらの組み合わせから成る群か
ら選ばれた少なくとも１つの成分をさらに含むことができる。
【００８１】
　いくつかの実施形態では、ローム土は、砂、シルト、粘土およびこれらの組み合わせか
ら成る群から選ばれた成分を含む。
【００８２】
　いくつかの実施形態では、珪藻土成分は、珪藻土、リン酸塩、マグネシウム、カリウム
、窒素およびこれらの組み合わせから成る群から選ばれた少なくとも１つの成分を含む。
【００８３】
　いくつかの実施形態では、本発明の改良された土壌組成物は、土壌組成物と、本発明の
置換された酢酸セルロースを含む保水添加物とを含む。任意的に、該改良された土壌組成
物は、砂、シルト、粘土、焼成粘土、酸化鉄、乾燥樹脂およびこれらの組み合わせから成
る群から選ばれた添加物をさらに含むことができる。
【００８４】
　本発明のいくつかの実施形態とともに使用される好適な乾燥樹脂は、アクリルポリマー
、ポリ酢酸ビニルポリマー、酢酸ビニルコポリマー、これらの誘導体またはこれらの組み
合わせを含むことができるが、これらに限定されない。
【００８５】
　いくつかの実施形態では、本発明の掘削流体は、ベース流体と、本発明の置換された酢
酸セルロースを含む増粘剤とを含む。任意的に、該掘削流体は、流動性制御剤、粘土膨張
抑制剤、潤滑剤、増量剤、増粘剤およびこれらの任意の組み合わせから成る群から選ばれ
た添加物をさらに含むことができる。
【００８６】
　いくつかの実施形態では、ベース流体は、水性流体、油性流体、合成流体またはエマル
ションであることができる。
【００８７】
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　いくつかの実施形態では、本発明は、本発明の置換された酢酸セルロース由来の繊維を
含む不織布の層を含む物品を提供する。
【００８８】
　いくつかの実施形態では、該不織布の層は、おむつ、生理用品、おしぼり、包帯、使い
捨てタオル、使い捨てスリッパ、隔離衣、手術衣、外科用カーテンおよびカバー、外科用
手術着、帽子、フィルター（たとえば、ＨＥＰＡフィルター；水、コーヒー、紅茶の紙バ
ッグ; 液体カートリッジ）、真空バッグ、ジオテキスタイル、たとえばジオメンブレン、
カーペット裏地、または封筒を含むことができるが、これらに限定されない。
【００８９】
　いくつかの実施形態では、本発明は、置換された酢酸セルロースのトウを製造する方法
を提供し、該方法は、二酢酸セルロースおよび本発明の置換された酢酸セルロースならび
に溶媒の溶液を含むドープを紡糸する工程；該紡糸された置換された酢酸セルロースのフ
ィラメントを巻き取る工程;該置換された酢酸セルロースのフィラメントからトウを形成
する工程; 該トウを捲縮する工程;該捲縮されたトウを条件調整する工程; 該捲縮され、
乾燥されたトウをベールにする工程を含む。任意的に、この方法は、該置換された酢酸セ
ルロースのフィラメントに潤滑剤を添加する工程をさらに含むことができる。
【００９０】
　いくつかの実施形態では、溶媒は、水、アセトン、メチルエチルケトン、塩化メチレン
、ジオキサン、ジメチルホルムアミド、メタノール、エタノール、氷酢酸、超臨界ＣＯ２

、上記ポリマーを溶解することができる任意の適当な溶媒またはこれらの任意の組み合わ
せである。非限定的な例として、酢酸セルロースのための溶媒はアセトン／メタノール混
合物であることができる。
【００９１】
　いくつかの実施形態では、置換された酢酸セルロースは、紡糸口金で紡糸される。いく
つかの実施形態では、紡糸口金は孔を備える。これらの孔は、本発明の１つ以上の実施形
態に適合する任意の形状のものであることができる。紡糸口金の構造および／または紡糸
パラメーターは、フィラメントから溶媒が蒸発する速度に影響を与え、この速度はフィラ
メントの寸法、断面形状、強さおよび加工性に影響を与えることがある。いくつかの実施
形態では、紡糸口金は、少なくとも０．０７０インチ（１．７８ｍｍ）の間隔で配置され
た複数の孔を備えることができる。いくつかの実施形態では、本発明とともに使用される
紡糸口金は、ドーナツ状に配置された複数の押出孔を備えることができる。本明細書で使
用される「ドーナツ状配置」とは、中央に空所を有する任意の形状（環状、玉子状、多角
形、三角形等）であって、該空所に押出孔がないものをいう。本明細書で使用される用語
「孔」および「押出孔」は、紡糸口金の構造に関連して使用されるときは、ドープが押出
される開口部を一般的に指して、互換的に使用されることができる。いくつかの実施形態
では、押出孔は、毛細管状出口を有する先細り形状、たとえば、皿穴形状であることがで
きる。先細り形状は、一定の角度または２つ以上の角度によるものであることができる。
いくつかの実施形態では、１つの紡糸口金内の押出孔は、様々な先細り角度を有すること
ができる。いくつかの実施形態では、押出孔および／または毛細管状出口は、所望のフィ
ラメント断面形状を生み出す断面形状を有することができる。押出孔および／または毛細
管状出口の断面形状の例は、円形、実質的に円形、玉子形、実質的に玉子形、三日月形、
多葉形、多角形（たとえば、等しい長さまたは様々な長さの辺を有する、三脚形、四脚形
、星形、三角形、正方形、台形、五角形、六角形等のようなもの）、端を丸められた多角
形およびこれらの任意の混成物を含むことができるが、これらに限定されない。いくつか
の実施形態では、紡糸口金は、少なくとも２つの異なる断面形状をした押出孔および／ま
たは毛細管状出口を備えることができる。いくつかの実施形態では、紡糸口金は、少なく
とも２つの異なる大きさの押出孔および／または毛細管状出口を備えることができる。い
くつかの実施形態では、押出孔の大きさおよび／または断面形状は、対応する毛細管状出
口のそれらと異なっていてもよい。
【００９２】
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　いくつかの実施形態では、紡糸パラメーターは、約０．７から約１．６までの範囲のド
ローダウン比（繊維出口速度と引き取り速度との比)でフィラメントを押出すことを含む
ことができる。
【００９３】
　当業者は、押出とはフィラメントを製造する単一の方法または動作を意味せず、それは
少なくとも紡糸、吐出等と置き換えられることができることを理解しなければならない。
【００９４】
　いくつかの実施形態では、本発明の方法は、本発明の置換された酢酸セルロースを準備
する工程、および該置換された酢酸セルロースを吸収性物品の中に配置する工程を含む。
いくつかの実施形態では、該吸収性物品は、吸収性材料を利用することができる任意の物
品（たとえば、衣料、ゲル、１個の家具等）であることができる。吸収性物品の好適な例
は、おむつ、失禁用衣料、包帯、タンポン、温療法および寒冷療法用パック、ウォーター
ベッド、人工雪ならびにこれらの組み合わせを含むことができるが、これらに限定されな
い。いくつかの実施形態では、吸収性物品は使い捨て可能および／または分解性であるこ
とができる。
【００９５】
　いくつかの実施形態では、本発明の置換された酢酸セルロースは、吸収性物品の内側部
分に配置されることができる。いくつかの実施形態では、該置換された酢酸セルロースは
、吸収性物品の外側部分に配置されることができる。いくつかの実施形態では、該置換さ
れた酢酸セルロースは、吸収性物品の外側部分の一部であることができる。用語「配置」
には、本発明を何らかの特定の動作様式に限定する意図はない。
【００９６】
　いくつかの実施形態では、本発明の方法は、本発明の置換された酢酸セルロースを含む
コーティングで種子を被覆することを含む。任意的に、このコーティングは、可塑剤、バ
インダー、ワックス、安定剤および着色剤から成る群から選ばれた少なくとも１つの成分
をさらに含んでいてもよい。
【００９７】
　いくつかの実施形態では、本発明の方法は、本発明の置換された酢酸セルロースを含む
コーティングで医薬組成物を被覆することを含む。任意的に、このコーティングは、可塑
剤、応力緩和剤、乳化剤、乳化安定剤およびこれらの組み合わせから成る群から選ばれた
添加物をさらに含んでいてもよい。
【００９８】
　いくつかの実施形態では、該応力緩和剤は、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキ
シプロピルメチルセルロース、メチルセルロース、メチルエチルセルロース、ポリビニル
ピロリドン、カルボキシメチルセルロースナトリウム、これらの誘導体およびこれらの組
み合わせから成る群から選ばれた水溶性高分子を含む。
【００９９】
　いくつかの実施形態では、本発明の方法は、本発明の置換された酢酸セルロースを含む
接着剤を準備する工程と、該接着剤を表面に施与する工程とを含む。いくつかの実施形態
では、この表面は、木材、プラスチック、紙、ガラス、ボール紙およびこれらの組み合わ
せから成る群から選ばれることができる。いくつかの実施形態では、この接着剤は分散物
である。任意的に、この接着剤は溶媒および／または添加物をさらに含んでいてもよい。
【０１００】
　いくつかの実施形態では、該溶媒は水性であることができる。いくつかの実施形態では
、該溶媒は混合物、たとえば有機／水溶媒であることができる。いくつかの実施形態では
、該溶媒は、該接着剤の約４０重量％～約９９重量％の量で存在することができる。
【０１０１】
　いくつかの実施形態では、該添加物は、多価の塩（たとえば、炭酸ジルコニウムのよう
なジルコニウム塩）、ポリアミドエピクロルヒドリン樹脂、アルデヒド（たとえば、グリ
オキサル、グルテルアルデヒド、ヒドロキシアジプアルデヒド）、ホルムアルデヒド架橋
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ル、ポリビニルアルコール、ポリスチレン、ポリ乳酸、これらの誘導体およびこれらの組
み合わせから成る群から選ばれた添加物を含む。
【０１０２】
　いくつかの実施形態では、本発明は塗料組成物を提供し、該塗料組成物は、色素と、本
発明の置換された酢酸セルロースを含む塗膜形成安定剤とを含み、該塗料で表面を被覆す
る。任意的に、該塗料は、溶媒、フィラー、不凍剤添加物、触媒、増粘剤、接着促進剤、
紫外線安定剤、艶消し剤、殺生物剤およびこれらの組み合わせから成る群から選ばれた少
なくとも１つの要素をさらに含んでいてもよい。
【０１０３】
　溶媒の好適な例は、脂肪族溶媒、芳香族溶媒、アルコール、ケトン、炭化水素、エステ
ル、石油蒸留物、水、これらの誘導体およびこれらの組み合わせを含むが、これらに限定
されない。
【０１０４】
　色素の好適な例は、粘土、炭酸カルシウム、マイカ、シリカ、タルク、二酸化チタン、
これらの誘導体およびこれらの組み合わせから成る群から選ばれた色素を含む。
【０１０５】
　フィラーの好適な例は、珪藻土、タルク、石灰、バライト、粘土、これらの誘導体およ
びこれらの組み合わせから成る群から選ばれたフィラーを含む。
【０１０６】
　いくつかの実施形態では、本発明は、色素と、イオウ、リン、ホウ素および塩素から成
る群から選ばれた非金属に共有結合された酸素原子を含む極性置換基を含む、置換された
酢酸セルロースであって、該非金属は該置換された酢酸セルロースの少なくとも約０．０
１重量％の量で存在する置換された酢酸セルロースを含む塗膜形成安定剤とを含む塗料を
準備し、そして該塗料で表面を被覆する方法を提供する。
【０１０７】
　本発明の方法は、本発明の置換された酢酸セルロースを含む塗膜形成安定剤を準備する
工程、および該塗膜形成安定剤をエマルションに添加する工程を含む。エマルションの好
適な例は、化粧用品、ヘアスタイリング剤、写真用フィルム、切削油、皮膚軟膏、ペース
ト、香油、油、ワックス、洗剤、飲料およびこれらの組み合わせを含むが、これらに限定
されない。
【０１０８】
　本発明の方法は、本発明の置換された酢酸セルロースを含む増粘剤を準備する工程、お
よび該増粘剤を食品組成物に添加する工程を含む。好適な食品組成物は、スープ、グレイ
ビー、デザート、ゼリー、キャンディー等を含むことができるが、これらに限定されない
。
【０１０９】
　本発明のよりよい理解を容易にするために、好ましい実施形態についての以下の実施例
が示される。以下の実施例は、本発明の範囲を限定するように、または画定するようには
決して読まれてはならない。
【実施例１】
【０１１０】
　本発明の置換された酢酸セルロースを含むいくつかの接着剤組成物が、それらの接着特
性に関して様々な基材上で、たとえば木材またはボール紙上で重ねせん断試験法を使用し
て試験された。これらの結果が、市販の接着剤（たとえば、ＥＬＭＥＲ’Ｓ　ＧＬＵＥ　
ＡＬＬ（商標））と比較された。この結果のまとめが下の表１Ａおよび１Ｂに示される。
表１Ａ　重ねせん断試験の結果
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表１Ｂ　重ねせん断試験の結果
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【表１Ｂ】

【０１１１】
　本発明の1つ以上の実施形態に従う、高いイオウ分を有する置換された酢酸セルロース
（酢酸セルロース接着剤のバッチ１－５）が調製され、木材用接着剤としてインストロン
（商標）（モデル３３６６）重ねせん断試験法を使用して試験された。その結果が、溶液
中のイオウの量（イオウ１ｋｇ当たりのイオウｍｇ）を含めて、上記の表１ａおよび１ｂ
にまとめられている。２つの小さな木材ブロックが、該接着剤の１０％水溶液を使用して
貼り合わされ、放置乾燥された。得られたブロックは分離するのが困難であった（すなわ
ち、どのブロックも、用いられた引張試験手順において破壊されなかった）。ブロックを
分離するのに十分な力がかけられると、木材繊維が破壊され、このことは置換された酢酸
セルロース接着剤が木材繊維と同程度に強いことを示唆している。置換された酢酸セルロ
ース接着剤は、ボール紙を貼り合わせるのにも使用された。該ボール紙もまた分離するの
が困難であった。置換された酢酸セルロース接着剤は、光学的に透明であり高い光沢を有
しており、これらは商業用途において望ましいものであり得る。置換された酢酸セルロー
ス接着剤は、環境条件において３０分間未満で乾燥した。
【０１１２】
　この実施例は、とりわけ、高いイオウ分を有する置換された酢酸セルロースが様々な基
材の接着剤として有効であることを示す。
【実施例２】
【０１１３】
　この実施例は、本発明の、サルフェートで置換された酢酸セルロースの合成を説明する
。最初の工程で、セルロースが、無水酢酸および硫酸の存在下にアセチル化された。セル
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ロース、酢酸、無水酢酸および硫酸の準備は、標準的な第２次酢酸セルロースである二酢
酸セルロースの製造に係わる準備と同様である。次に、これらの試薬が一緒にされて、ア
セチル化反応が開始された。この反応は完了に達するまで放置され、それからあり得る過
剰の無水物が水を添加されて反応された。反応速度および温度が、厳密に監視され変えら
れて、特定のポリマー特性が調節されることができる。
【０１１４】
　次に、アセチル化されたセルロース（すなわち、酢酸セルロース）は、酢酸の存在下に
、沈降およびその後の再溶解工程なしに加水分解された。この反応は、反応温度および時
間を注意深く制御することによって、酢酸セルロースを目標のアセテートＤＳレベルにま
で下げた。ポリマー溶解度を維持するのに必要な程度に、水が添加された。これによって
、予想外の、かつ驚くほど高いイオウ分を有する、サルフェートで置換された酢酸セルロ
ース生成物が製造された。
【０１１５】
　最後に、適当な賦形剤を使用して溶媒系から、固体が沈降させられた。この製品は、過
剰の溶媒を除くのに必要な程度に洗われ、そして所望の固形分レベルまで乾燥された。
【実施例３】
【０１１６】
　この実施例では、水膨潤性の酢酸セルロース（低いイオウ分）および置換された酢酸セ
ルロース（高いイオウ分）が、熱重量分析（ＴＧＡ）を使用してそれらの水を吸収する能
力について試験された。各サンプルが、ＴＧＡ装置に入れられ以下の温度に付された。こ
れらのサンプルは、２０℃／分で１１０℃まで昇温された。温度が１１０℃に３０分間保
持された。この温度はそれから２０℃／分で６５０℃まで昇温された。その後、サンプル
ガスが空気に切り替えられ、温度が６５０℃に３０分間保持された。各試験の実施では、
酢酸セルロースサンプルは１００ｍｇ未満に制限された。
　図２～５は、高サルフェート置換酢酸セルロースおよび低サルフェート置換酢酸セルロ
ースの吸水度を測定した、様々なＴＧＡ分析の実施を示す。
【０１１７】
　図２は、水で飽和した水膨潤性の酢酸セルロース（ＷＳＣＡ）　１０３６　ＲＴ－１６
の乾燥サンプルのＴＧＡ分析を示す。ＷＳＣＡ　１０３６　ＲＴ－１６は、高サルフェー
ト置換酢酸セルロースの微粒子のサンプルであり、該酢酸セルロースの重量当たり約０．
５％のイオウを含有している。温度が上げられ１１０℃に保持されると、水が蒸発すると
ともに、該水で飽和したサンプルの全重量は減少する。それからＴＧＡ装置の温度が上げ
られて６５０℃に保持され、このようにして該高サルフェート置換酢酸セルロースは分解
するように放置された。ＷＳＣＡ　１０３６　ＲＴ－１６は、乾燥サンプル当たり約１４
４０重量％の水、すなわちその重量の１４倍超の水を吸収することができた。
【０１１８】
　図３は、２つのＷＳＣＡ　１０３７　ＲＴ－１６乾燥サンプルについてのＴＧＡの繰り
返し実施を示す。ＷＳＣＡ　１０３６　ＲＴ－１６と比較して、このＷＳＣＡ　１０３７
　ＲＴ－１６は、低イオウ置換酢酸セルロース(アセテートのＤＳは同程度)である。２つ
のサンプルの検出された吸水量は７６．９１％および８１．３１％であり、これらはそれ
ぞれ、水と乾燥ＷＳＣＡとの比３．３５および４．３７に相当する。
【０１１９】
　図４は、塩水（約０．９％）で飽和した２つのＷＳＣＡ １０３６（高サルフェート）
ＲＴ－１６サンプルについてのＴＧＡの繰り返し実施を示す。該２つのサンプルは、８７
．０５％および９２．１４％の塩水を含有しており、これらはそれぞれ、水と乾燥ＷＳＣ
Ａとの比７．４８および１３．６に相当する。
【０１２０】
　図５は、塩水（約０．９％）で飽和したＷＳＣＡ １０３７　ＲＴ－１６サンプルにつ
いてのＴＧＡの繰り返し実施を示す。該２つのサンプルは、７８．３１％および８３．９
１％の塩水を含有しており、これらはそれぞれ、水と乾燥ＷＳＣＡとの比３．７２および
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５．４６に相当する。
【０１２１】
　この実施例は、とりわけ、高いイオウ分を有する、置換された酢酸セルロースが、その
重量の数倍の水（脱イオン水および塩水の双方)を吸収することができることを示す。低
い硫黄分を有する置換された酢酸セルロースと比較して、高イオウ置換酢酸セルロースは
、優れた吸水性（ＤＩ（脱イオン水）および塩水の双方）を示した。
【実施例４】
【０１２２】
　様々な添加物が、本発明の置換された酢酸セルロースを含むいくつかの接着剤組成物に
加えられた。得られた組成物は、木材基材（１/４インチ（６．４ｍｍ）厚さ１．５イン
チ（３８．１ｍｍ）幅の松の細片）へのその接着特性についてインストロン（商標）（モ
デル３３６６）重ねせん断試験法を使用して試験された。結果のまとめが下の表２および
３に示される。
表２　酢酸セルロース接着剤６（６２０ｍｇ/ｋｇのイオウ分)

【表２】

＊６つの繰り返しの平均
＊＊１．５インチ（３８．１ｍｍ）×１インチ（２５．４ｍｍ）の接着面の重ねせん断力
表３　酢酸セルロース接着剤 ７～８

【表３】

【０１２３】
　表２に示されたように、ジルコニウムを添加すると、酢酸セルロース接着剤組成物（高
いイオウ分を有する置換された酢酸セルロース）によって形成された接着を破壊するのに
必要な力を増加することができる。表３は、アンモニウムジルコニウムカーボネート（Ｚ
ｒ０．０８％）、分子量１４０，０００のポリ酢酸ビニル（固形分１４％）および分子量
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ース接着剤７および８の重ねせん断試験の結果を示す。酢酸セルロース接着剤６、７およ
び８のイオウ分は、それぞれ６２０ｍｇ/ｋｇ、５２０ｍｇ/ｋｇおよび５５７ｍｇ/ｋｇ
である。
【０１２４】
　以上のとおりであるから、本発明は、その記載された目的および利点とともに本発明に
本来的に備わっているものを達成するのに十分に適合している。本発明は、本明細書の教
示の恩恵を受ける当業者には明らかな、異なってはいるが等価の様式で修正され、および
実施されることができるのであるから、これまでに開示された特定の実施形態は、例示の
ためだけのものである。さらにそのうえ、以下の特許請求の範囲に記載された以外に、本
明細書に示された構成または構造の詳細には、何らの限定も意図されていない。したがっ
て、これまでに開示された特定の例示的な実施形態は、変更され、組み合わされ、または
修正されてもよいことは明白であり、すべてのそのような変化は本発明の範囲および精神
内のものと見なされる。本明細書に適切にも例示的に開示された本発明は、本明細書に具
体的に開示されていない何らかの要素および／または本明細書に開示された任意的な要素
がなくても実施されることができる。組成物および方法は、様々な成分または工程を「含
む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」、「含有する（ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ）」、または「包含
する（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」の用語で記載されているけれども、該組成物および方法は
、該様々な成分または工程「から本質的に成る」または「から成る」こともできる。これ
までに開示されたすべての数および範囲は、ある量だけ変わってもよい。下限および上限
を有する数値範囲が開示されているときにはいつでも、該数値範囲内に属する任意の数お
よび任意の包含される範囲が具体的に開示されているのである。特に、本明細書に記載さ
れたすべての数値範囲（「約ａから約ｂまで」または同等の「近似的にａからｂまで」ま
たは同等の「近似的にａ～ｂ」の形式のもの）は、この、より広い数値範囲内に包含され
るすべての数および範囲を記載しているものと理解されなければならない。また、請求項
における用語は、特許権者によって明文をもって明確に他様に定義されない限り、その平
明な通常の意味を有する。さらに、請求項で使用される不定冠詞「１つの（ａ）」または
「１つの（ａｎ）」は、それが導入する要素のうちの１つ以上を意味すると本明細書では
定義される。この明細書中の単語または用語と、参照によって本明細書に取り込まれるこ
とができる１つ以上の特許または他の文献中の単語または用語と、の使用法において何ら
かの矛盾があるならば、この明細書と整合する定義が採用されなければならない。
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